
こ
の
広
場
の
名
称
に
つ
い
て
は
、

細
浦
地
区
再
生
協
議
会
は
、
こ
の

地
は
古
く
か
ら
海
（Sea

）
の
恩
恵

を
受
け
て
発
展
し
て
き
た
地
域
で

あ
り
、
海
に
近
い
（Side

）
と
こ
ろ

に
広
場
（Park

）
を
整
備
し
た
こ

と
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
区
を
昔
か

ら
細
浦
と
称
し
て
き
た
こ
と
か
ら

「
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
細
浦
」
と

命
名
し
た
。

東
日
本
大
震
災
後
、
細
浦
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
船
河

原
、
峰
岸
、
内
田
、
細
浦
、
神
坂
、

中
野
の
六
地
域
公
民
館
長
は
じ
め

役
員
が
神
坂
公
民
館
に
集
ま
り
話

し
合
い
、
千
葉
大
学
大
学
院
准
教

授
の
齋
藤
雪
彦
氏
の
協
力
の
も
と

細
浦
地
区
再
生
協
議
会
を
立
ち
上

げ
た
。

は
じ
め
に
、
取
り
組
ん
だ
の
は
、

朝
市
で
あ
る
。
震
災
後
、
食
料
品

や
日
用
品
等
歩
い
て
行
っ
て
買
い

物
で
き
る
所
が
な
く
な
っ
た
。
一

番
困
っ
た
の
は
高
齢
者
で
あ
る
。

バ
ス
で
遠
く
ま
で
買
い
物
に
行
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
一
般
の
地
域
住

民
に
と
っ
て
も
買
い
物
し
な
が
ら

会
話
し
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
心
の

末
崎
町
振
興
会
長

新
沼
紀
典

平

地

域
公
民
館
長

菅
原

均

神
坂
地
域
公
民
館
長

浅
野
幸
男

梅
神
地
域
公
民
館
長

細
川
文
規

門
之
浜
地
域
公
民
館
長

新
沼
利
雄

末
崎
地
区
公
民
館
書
記

髙
橋
富
美
子

★
多
世
代
交
流
館
『
居
場
所
ハ
ウ
ス
』

鯉
の
ぼ
り
ま
つ
り

場

所

居
場
所
ハ
ウ
ス

日

時

月

日

時
～

時

5

3

10

13

:

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

10
00

:

末
崎
保
育
園
児
の
踊
り

10
10

:

「
三
扇
会
」
の
太
鼓
演
奏

10
30

:

子
ど
も
対
象
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

11
00

:

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
歌
・
踊
り

11
30

:

フ
ィ
ナ
ー
レ

12
30

そ
の
他
お
食
事
コ
ー
ナ
ー

お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日
（
土
）

5

11
時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お
困
り
の

方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
た

い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
で
下
さ
い
。

★
「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時
月

日

時~

時

5

8

（水）
10

12

月

日

時~

時

5

22

（水）
10

12

会

場
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

講

師
鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物

花
器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用
花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先
鈴
木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で

月

日(

金)

ま
で
に
連
絡
を
お

4

26
願
い
致
し
ま
す
。

大
船
渡
市
当
局
は
細
浦
地
区
の

被
災
跡
地
利
用
と
し
て
多
目
的
広

場
「
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
細
浦
」

（
末
崎
町
字
内
田
）
の
建
設
を
進

め
て
き
た
が
、
こ
の
ほ
ど
よ
う
や

く
完
成
し
、
市
よ
り
指
定
管
理
者

で
あ
る
細
浦
地
区
再
生
協
議
会
（
会

長
岩
脇
晶
）
へ
広
場
の
鍵
が
渡
さ

れ
た
。
細
浦
地
区
再
生
協
議
会
で

は
、
完
成
を
祝
い

、
「
シ
ー
サ
イ

ド
パ
ー
ク
細
浦
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

月

日
当
地

4

28

で
開
催
す
る
。

 

末崎町の石碑・祠・神社(21)
お地蔵さん（地蔵菩薩）について ~ その 10

(6) 六地蔵について その 2
1）六地蔵とは その 2 （六地蔵とは、の続きです）
この六道の世界に生まれ変わった人々を救ってくれるのが六地

蔵です。六地蔵は、地蔵菩薩の分身で、次のとおりです。
壇陀（だんだ）地蔵菩薩―地獄界に生まれ変わった人を救う。
宝珠（ほうじゅ）地蔵菩薩―餓鬼界に生まれ変わった人を救う。
宝印（ほういん）地蔵菩薩―畜生界に生まれ変わった人を救う。
持地（じじ）地蔵菩薩―修羅界に生まれ変わった人を救う。
除蓋障（じょがいしょう）地蔵菩薩―人間界に生まれ変わった人

を救う。
日光（にっこう）地蔵菩薩―天上界に生まれ変わった人を救う

2) 六地蔵は、末崎町の 6箇所にあります。その 1
① 所在地 船河原、村上利夫氏宅付近、石碑群の中
建立年月 文政 7年 8月（1824年）
大きさ 高さ 46㎝ 幅 25㎝ 船形石に浮き彫り 6体
建立者 六地蔵それぞれに次のように刻まれています。

○なを ちよ ○芳之助 三太夫 ○文政七乙亥年八月
吉日 ○養吉 ○留之助 せん ○念佛講中 民之助

船河原 石碑群の中の六地蔵

い

朝

市

を

や

っ

て

き

た

。

今

度

は

シ

ー

サ

イ

ド

パ

ー

ク

細

浦

が

で

き

、

多

く

の

人

た

ち

が

ふ

れ

あ

い

交

流

す

る

こ

と

で

、

新

た

な

地

域

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

が

構

築

さ

れ

る

こ

と

を

期

待

し

た

い

」

と
話
し
て
い
た
。

★
末
崎
地
区
公
民
館
役
員

こ
の
た
び
役
員
改
選
に
よ
り
、

つ

ぎ

の

方

々

が

役

員

と

な

り

ま

し

た

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上
げ
ま
す
。

館

長

新
沼
眞
作

主

事

大
和
田
勇

書

記

上
野
新
悦

書

記

新
沼
美
佳

監

事

新
沼
紀
三

監

事

菅
野

一

★
末
崎
町
振
興
会
役
員

こ
の
た
び
役
員
改
選
に
よ
り
、

つ

ぎ

の

方

々

が

役

員

と

な

り

ま

し

た

。

よ

ろ

し

く

お

願

い

申

し

上
げ
ま
す
。

会

長

上
部

泉

副

会

長

新
沼
眞
作

事
務
局
長

大
和
田
勇

事
務
局
員

上
野
新
悦

事
務
局
員

新
沼
美
佳

監

事

新
沼
紀
三

監

事

菅
野

一

管

理

人

山
本
玲
子

★
感
謝
状
授
与

昨

年

度

を

も

っ

て
ご

勇

退

さ

れ

ま

し

た

末

崎

地

区

公

民

館

関

係

役

員

７

人

に

対

し

、

４

月

9

日

末

崎

地

区

公

民

館

か

ら

感

謝

状
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。

皆

様

に

は

、

地

域

の

融

和

と

発

展

に

大

変

ご

尽

力

頂

き

ま

し

た

。

心

か

ら

感

謝

を

申

し

上

げ

ま
す
。

受
賞
者

（
敬
称
省
略
）

末
崎
地
区
公
民
館
監
事

上
部

泉

「
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

細
浦
」
完
成

復

興

に

も

な

ら

な

い

。

賑

わ

い

を

取

り

戻

そ

う

と

い

う

こ

と

で

「

細

浦

復

興

朝

市

」

を

始

め

た

。

朝

市

は

細

浦

地

域

だ

け

で

な

く

他

の

地

域

か

ら

も

訪

れ

新

た

な

出

会

い

も

生

ま

れ

た

。

一

瞬

か

も

し

れ

な

い

が
心
が
和
め
る
場
と
な
っ
た
。

さ

ら

に

他

の

被

災

跡

地

に

も

目

が

向

け

ら

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

の

地

を

ど

う

利

活

用

す

る

の

が

望

ま

し

い

の

か

、

話

し

合

っ

た

。

千

葉

大

学

の
齋
藤
先
生
か
ら
色
々
提
案
頂
き
、

市

当

局

の

考

え

も

伺

い

な

が

ら

、

内

田

地

域

に

多

目

的

広

場

を

造

る

こ

と

に

し

た

。

以

前

か

ら

子

供

の

遊

び

場

や

人

々

の

憩

い

の

場

と

な

る

公

園

が

な

か

っ

た

こ

と

か

ら

、

公

園

風

多

目

的

広

場

に

し

た

。

デ

ザ

イ

ン

は

齋

藤

先

生

が

し

、

そ

れ

を

も

と

に

細

浦

地

区

再

生

協

議

会

で

何

度

も

話

し

合

い

、

市

に

要

望

し

て

設

計

し

て

頂

い

た

。

こ

こ

ま

で

た

ど

り

着

く

ま

で

に

は

多

く

の

方

々

の

ご

協

力

を

い

た

だ

い

た

。

感

謝

申

し

上

げ

た

い

と

細

浦

地

区

再

生

協

議

会

の

関

係

者

は

言

う

。

特

に

岩

脇

晶

細

浦

地

区

再

生

協

議
会
長
は
、
「
賑
わ
い
の
再
生
を
願
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